
科学研究費補助金の拡充と制度改革

平成２３年度予算案の概要

平成２３年度予算案２，６３３億円
平成２２年度予算額２，０００億円

◆新しい、柔軟な発想が期待されるとともに、研究規模が小さく多くの研究者が対象となっている「若手研究(Ｂ)」「挑戦的萌芽研究」

「基盤研究(Ｃ)」を対象に、平成２３年度から、新規採択分について複数年にわたる研究費の使用を可能とする「基金化」を図る

→予定外の進展があった研究について前倒しして実施することを含め、研究費の柔軟な執行が可能となる。
→複数年にわたって研究費の使用が可能となり、研究に専念できるとともに、ムダな「予算の使い切り」がなくなる。

限られた予算のより効果的・効率的な活用 研究活動の活性化
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現状イメージ 基金化後イメージ

学術研究助成基金（仮称）
により研究費が使い易く！

◆若手研究者の「チャレンジ」機会の拡大

○若手研究者向けの「若手研究（Ａ・Ｂ）」を拡充。
特に、若手研究者支援の主要な研究費である「若手研究（Ｂ）」について、新規採択分について採択率３０％（試算＊）及び基金化を図る

・若手研究（Ｂ）→新規採択分として２６２億円（平成２４年度以降の研究費相当分１２４億円を含む）を確保

○「挑戦的萌芽研究」について、新規採択分について採択率３０％（試算＊）及び基金化を図る
・挑戦的萌芽研究→新規採択分として１３５億円（平成２４年度以降の研究費相当分５７億円を含む）を確保、間接経費の措置

◆多様な学術研究を支える「基盤研究」の充実

○「基盤研究（Ａ・Ｃ）」を拡充。 特に「基盤研究（Ｃ）」について、新規採択分について採択率３０％（試算＊）及び基金化を図る
・基盤研究（Ｃ）→新規採択分として４５１億円（平成２４年度以降の研究費相当分２４９億円を含む）を確保

◆新たな研究領域の開拓

○「新学術領域研究（研究領域提案型）」を拡充（年次進行、対前年度５５億円増）

抜本的な制度改革「基金化」の実現

＜（＊）22年度採択状況を基に試算＞

基金分853億円

新規採択の約８割が対象

資料３－２
科学技術・学術審議会
学術分科会(第４２回)
Ｈ２３．１．１７


